
「核燃・再処理工場の現状と問題点（安全審査の状況）」 

 原水禁講演会 ３月２２日（土） に参加ください  
 
日本原燃は、六ヶ所村の使用済核燃料再処理工場など４施設

について、安全審査を原子力規制委員会に申請し、審査が始ま

りました。耐震性などを強化した核燃料サイクル施設に関する

新安全基準（昨年１２月１８日）に基づいた初めての申請です。 
原燃は今年１０月の工場完成を目指していますが、核燃料サ

イクル政策が行き詰まっている中で、再処理工場のあり方その

ものが問われている状況です。 
 

また、再処理工場は１９９３年に着工し９７年の完成を目指

していましたが、トラブルが頻発し完成時期は計２０回延期。

このため当初約７６００億円と見込んでいた建設費はこれまで

に約２兆２０００億円と３倍近くに膨らんでいます。 
今回、原子力資料情報室から「澤井正子」さんを迎え、現在

焦点になっている「安全審査」などをテーマに講演会を開催し

ますので、多くのみなさんの参加をお願いいたします。 
 

 
◎ 日 時 ３月２２日（土）１３時～１４時３０分     〈プロフィール〉 

（質問時間含む）        東京生まれ、中央大学経済学部卒業。 
◎ 会 場 青森県労働福祉会館大会議室（４Ｆ）       １９９２年より原子力資料情報室スタッフ。 
                                             再処理・廃棄物問題担当。 

 ◎ 講 師 澤井正子さん（原子力資料情報室）            共著に『原子力・核問題ハンドブック』 
   （七つ森書館）など。 
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